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ミクロン単位の金属加工技術で貢献

“ものづくり"を語るとき、その熟練の技術や卓

越した職人技に注目が集まることが多いが、コス

モ精工 (代表取締役・三角金蔵氏)の藤川芳樹工

場長は「私的な見解ですが一」と前置きしつつ「本

来なら加工された製品自体が主役であり、職人は

最良な脇役であると考えます」と語る。それだけ

自社が作り出している製品に自信を持つている表

れだろう。

同社は1977年に三角喜久夫前会長が創業し、

ステンレスやアルミニウムなどの高度な金属加工

の製作所として2007年に町田から相模原に移転

した。半導体露光装置の大型部品製作に携わり、

製品の誤差 3～ 5ミ クロンと言われる精密加工技

術を磨いて来た。「通常のNC旋盤機ではそこま

での精度は保証されていませんから、それ以上は

機械オペレーターの技術力と経験値ということに

なります。しかし、特定の技術者のみができるこ

とではなく、コスモ精工では皆ができることとい

う共通認識を持つています」と藤川氏は胸を張る。

藤川氏を中心に開発した新製品であるNC旋盤

用機外ブレ止め装置 (バーガイド)=写真=は、
ガイ ドローラー開閉時の

調芯と振動緩和機能を持

つ。藤川氏いわく「あり

そうでなかつたもの」だ。

この開発には、代表取締

役の三角氏がいつも口にする「できない理由にさ

ようなら。こうすりやできます、こんにちは」の

精神がいかされているという。「あきらめないと

いう心はお客さまに育てていただいたと思つてい

ます。ないものは自分たちで作ればいい。社長の

言葉を胸に、社員みんなで話し合つて作つて行こ

うという機運があるのが強みです。良い職人とは

技術レベルの優劣ではなく、常に自分自身のベス

トを尽くし成長し続けることが出来るかどうかで

決まると考えますから」と締めくくつてくれた。

●コスモ精工

〒252-0132 相模原市緑区橋本台3-5-17
8042(700)571l  FAX042(700)5712

消防体育の伝統を人々に

タフ・ジャバンの鎌田修広代表は、2年前まで

消防学校の体育教官として人材育成・危機管理な

どに携わり、全国約3万人の消防士の指導を行つ

てきた。その経験を基に、強い使命感から先駆者

として「全国消防職団員のたつた 1人の体育の先

生」というポジシヨンを確立し、42歳の時に、

妻の誕生日の5月 6日に教官を辞して起業したの

がタフ・ジヤバンだ。

現在は総務

省消防庁消防

大学校の講師

を務め、全国

各地の都道府

県から消防士

の人材育成な

どに尽力を注いでいる。

退職届を出した4日後に東日本大震災が起こつ

た。「自分は何をするために起業するチヤンスを

いただいたのか ?」。自間自答した結果、「日本の

人間関係力を土台から強くするということ」が自

らの使命と気がついた。

覚悟と理念を表す意味で社名を名付けた。より

多くの人々に「消防人の人間関係力の素晴らし

さ」、「消防で学んだタフな心と体と勇気」を伝え

たい。その思いから独自の「絆物語 (」APAN IS

FAMILY)」 という教育技法を近年確立した。こ

の教育方法で防災関係など多くの課題を解決でき

ればと考えている。

鎌田代表は「事業は昨年から既に動きだしてい

る。多くの異業種と関わることで今までなかつた

ものが生まれる感動、そして新たな教育や研修を

通じて日本の備えに貢献したい」と熱く語つてい

る。

●タフ・ジヤバン

〒251-0046 藤沢市辻堂西海岸3-1-27
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